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開会 午後１時３０分 

 

伊藤委員長   ただいまから平成２１年第１１回小金井市教育委員会定例会を開

会する。 

 日程第１、会議録署名委員の指名。本日の会議録署名委員は、鮎

川委員と髙木委員にお願いする。 

 

（委員一同異議なく、上記２名が選出された。） 

 

伊藤委員長   日程第２、報告事項に移る。順次、担当から説明していただく。 

 まず、報告事項１、平成２１年度第２回奨学資金運営委員会の結

果についてお願いする。 

 

内田庶務課長  平成２１年度第２回小金井市奨学資金運営委員会の開催結果につ

いて、報告をさせていただく。 

 第２回奨学資金運営委員会については、先月２３日に開催されて、

来年度の本市奨学資金の運営についてご審議をいただいたところ

である。教育委員会からは伊藤委員長並びに鮎川委員にご出席をい

ただいた。お忙しい中を御礼申し上げる。 

 運営委員会の審議等の概要であるが、平成２１年９月３０日付け

をもって、伊藤委員長が奨学資金運営委員会委員の任期満了をお迎

えになり、また、松下委員についても任期が満了となったところで

ある。お二方が引き続き委員にご就任いただけることとなったので、

市長より再任の委嘱を行ったところである。任期については、平成

２１年１０月１日から平成２３年９月３０日までの２年間である。 

 続いて、平成２１年度の奨学生及び奨学資金の運営状況について、

事務局より報告をした。引き続き、平成２２年度の奨学資金の運営

についてもご審議をいただいたところである。主な審議内容として

は、支給対象者、支給対象人数に直接かかわって来る平成２２年度

予算案についてどのようにするか、また、特殊事情による奨学生の

選定評価基準を、現在の経済状況に対応した基準とするためにどの

ようにしたらよいか、また、条例上の心身健全という語句の妥当性

についての協議が議論の中心となったところで、委員の皆様で、平

成２２年度の運営に向けて答申をどのようにするかというのをご

審議いただいた。審議の結果としては、学業成績と経済状況のそれ
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ぞれ５０点の比率を引き続き維持し、かつ学業成績５０点、家計状

況４０点、特殊事情１０点の比率を崩すことなく、特殊事情の基準

のうち、主生計維持者の失業について現在の経済状況に対応した配

点として、１０点に引き上げる必要があり、支給月額、支給対象や

対象人数、そのほかの選定基準については、本年度の運営方法と同

様でおおむね適正であるとの判断ができることから、平成２２年度

の運営については、特殊事情のうち、主生計維持者の失業の選定基

準以外を、本年度と同様の内容で運営との答申があったところであ

る。 

 また、条例第１条中の心身健全の表現の妥当性については、奨学

資金を給付することによって学校に通学できる、学業を全うできる

という観点に立っている「健全」と考えているところであるので、

今後も議論し、適切な語句について研究を重ねる必要があるという

答申をいただいたところである。 

 なお、今回の会議録については、本日の報告後にホームページへ

の掲載、情報公開コーナーへの備えつけによる公開を予定している。 

 なお、来年度の予算案としては、高校生及び高等専門学校生１年

生から３年生については月額１万２００円で３５人、補欠者３人、

大学生及び高等専門学校生４・５年生については月額１万２，２０

０円、人数は３人、補欠者２人という形での答申をいただいたとこ

ろである。 

 報告事項１については以上である。 

 

伊藤委員長   ありがとう。補足はあるか、鮎川委員。 

 

鮎川委員    特に補足はないが、そちらの会議に出席させていただいた。現状

の評価だと、昨年度の収入に基づいてということで、ご両親などが

突然失業した方に対して配慮が少ないというところを何とか救え

ないかということが考慮された、事務局のほうで大変わかりやすい

案を４つ用意していただいた。また、それぞれについてシミュレー

ションをしていただいて、大変わかりやすく、私たち委員のほうで

もとても活発な議論をすることができた。その結果、すばらしい案

を選ぶことができたと思う。どうもありがとう。 

 

伊藤委員長   ほかにあるか。 
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 また、来年度の予算案、それから答申等が決まったが、まだまだ

不透明な部分もあるので、今後、奨学資金運営委員会でまた議論を

重ねていくことと思う。またどうぞよろしくお願いする。 

 では、報告事項２に移ってよろしいか。報告事項２、平成２１年

度第１回小金井市中学生マラソン大会及び中学生「東京駅伝」小金

井市予選会の実施についてお願いする。 

 

浜田指導主事  報告事項２資料をごらんいただきたい。平成２１年１２月１２日

土曜日午前９時から、小金井公園いこいの広場外周において第１回

小金井市中学生マラソン大会を開催する。小金井市内の国公私立中

学校第２学年の生徒に参加を募集している。本大会は小金井市の中

学生の体力向上及びスポーツの振興を目的としており、陸上部以外

に所属する中学生にも広く参加を呼びかけている。また、本大会は

平成２２年３月２１日に行われる東京駅伝に参加する小金井市代

表選手の選考も兼ねている。 

 報告は以上である。 

 

伊藤委員長   ありがとう。 

 ご質問、ご意見等はあるか。 

 指導主事、このＰＲはどのような形で行われるのか。 

 

浜田指導主事  各学校を通して要項等を配布しているので、第２学年に対して各

校から参加要項、募集要項を配布しているところである。 

 

伊藤委員長   国公私立すべての中学校にということでよろしいか。 

 

浜田指導主事  はい。 

 

伊藤委員長   ありがとう。 

 ほかに何か。 

 

鮎川委員    １つ質問である。第１回のこちらの東京駅伝の予選会を兼ねてい

るということであるが、東京駅伝に参加するチームというか、選ば

れた人たちというのは、実際にかなり交通費もかかる場所に行かな

くてはならないとか、その他ユニホームなどもそろえる場合、いろ
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いろな費用がかかると思うが、その点は何かお考えが現時点である

か。 

 

豊岡指導室長  今のご質問であるが、今の段階で考えていることである。委員ご

指摘のように、会場までの交通費等が当然かかる。まず本番である

が、本番の３月２１日には、東京都が主催であるので、東京都から

５０人乗りのバスを１台チャーターがある。その点で交通費がかか

らない。それから、市としてお願いしているのは、その際に、５０

人以上の関係者がいるので、市からマイクロバスを借りて、その他

の関係者の送迎を考えている。また試走会といって、事前に晴海埠

頭のところを走る事前練習の場がある。そのところは都からのバス

もないので、何とかならないかということが１つある。 

 それから、ユニホームというか、やはり小金井市の代表であるの

で、また、ほかの、区市５０チームほどが走る、１.５キロ四方を

巡回する。なので、チームがしっかりとわからないと、そこで混雑

するので、ユニホームはやはりそろえたほうがいいだろうというの

が１つ見解である、こがね色のというか。それについても、今、ど

のような形か検討中であるが、そろえていきたいというふうに考え

ている。 

 それから、やはり、先ほど申し上げたように、市の代表というこ

となので、何か記念品をあげられないかというようなことも検討し

ているところである。 

 いずれにしても、時期的にもうないので、その辺のところはまた

教育委員会内部、それから市と相談しながら対応のほうを図ってい

きたいというふうに考えている。 

 以上である。 

 

伊藤委員長   よろしいか。 

 

鮎川委員    ありがとう。 

 第１回ということで、いろいろとお考えいただくことも多いかと

思うが、よろしくお願いする。 

 

伊藤委員長   いい意味で子どもたちに誇りを持たせられたら、うれしいなと思

うので、よろしくご配慮をお願いする。 
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 よろしいか。 

 では、報告事項３、平成２１年度東京都市町村社会教育委員連絡

協議会第５ブロック研修会についてお願いする。 

 

尾崎生涯    平成２１年度の都市社連協の５ブロック研修会についてご報告申 

学習課長   し上げる。 

 開催日時であるが、平成２１年１０月１７日土曜日午後２時から

６時まで行った。場所であるが、幹事市である狛江市の駅前にある

エコルマの６階である。参加した市は５ブロックの市ということで、

三鷹、武蔵野、府中、調布、狛江、小金井市である。 

 まず、開会の辞が幹事市の狛江市社会教育委員の会議委員長の羽

田野様からあって、その後、来賓のあいさつがお二人あった。 

 そして、研修会の内容である。今年の統一テーマが「地域の特色

を生かせる社会教育」、そしてサブテーマが「世代を超えて学びあ

うまちづくり」ということであるので、これに合わせた形のシンポ

ジウム形式の研修会が行われた。まず最初に「テーマを考える」と

いうことで、「世代間交流と地域づくり」ということの論点分析と

整理ということで、三鷹市の社会教育委員の会議議長の岡村様より

お話があった。その後、狛江市の社会教育委員のお二人から現状と

課題のお話があって、その後、事例紹介ということで、府中市の社

会教育の会議委員長の芝様より「学び返し」のすすめということと、

狛江市谷戸橋地区センター運営協議会の神原さんという方から、そ

ば打ち迷人会とかわせみコンサートの紹介、粗大ごみ化したオヤジ

をピカピカにする取り組み等の事例の紹介があって、その後、意見

交換という場を設ける予定だったが、シンポジウムのほうが非常に

長くなり、意見交換の場はなくなったが、一度４時半に終了して、

その後、コンサートと懇親会ということでこの資料のとおり運ばれ

たということである。 

 以上である。 

 

伊藤委員長   ありがとう。 

 何かお尋ねはあるか。よろしいか。ご苦労さまであった。ありが

とう。 

 では、報告事項４、その他に移らせていただく。その他について、

ご報告事項はあるか。 
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小林学校    前回の教育委員会で第３回市議会定例会について一定のご報告は 

教育部長   させていただいているところであるので、１点だけ追加でご報告申

し上げる。 

 補正予算歳出総額約３億円についてであるが、執行の留保となっ

ていたが、前月の下旬にこの留保が解除となった。金額は全額であ

る。このことについては、担当のほうは契約手続等に着手し、対応

を進めているところである。 

 簡単であるが、以上である。 

 

伊藤委員長   ありがとう。 

 よろしいか。ほかにあるか。 

 

前島学務課長  インフルエンザの対応等について、口頭でご報告申し上げる。 

 インフルエンザ様症状による学級閉鎖等の状況は、２学期に入っ

てから本日までの報告で、学年閉鎖が１３件、学級閉鎖が１１８件

となった。１０月１３日以降、学級閉鎖の増加が見られたが、１０

月２６日以降、学級閉鎖の数も減少していた。しかしながら、昨日

の報告では学年閉鎖２件、学級閉鎖１６件の報告があった。また、

本日の学校からの報告によると、今現在では４件の学級閉鎖となっ

ている。今までの状況から、休日明けに学級閉鎖等になるケースが

多いという様子が見てとれている。 

 学務課としても、都では流行警報が発令されていることを受けて、

新型インフルエンザ対策本部のほうから給食前の手指消毒のため

にアルコール手指消毒剤を１０月３０日及び１１月２日、この２日

間で各校全クラス分を各学校に配付させていただいた。ただし、昨

日の様子を見ると、流行している状況には変わりないのかなという

ふうに思われる。 

 なお、このことについては、１１月２日時点のことであるが、１

１月２日開催の厚生文教委員会においても、１１月２日までのイン

フルエンザ様症状による学級閉鎖等の状況と手指消毒剤の配付に

ついては行政報告をさせていただいている。 

 また、１１月５日の校長会において、学級閉鎖の状況及び手指消

毒剤の配付について報告するとともに、手指消毒剤の配付後も引き

続き、感染防止の基本となる手洗い、うがい、咳エチケット、こち
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らの徹底をお願いしたところである。 

 インフルエンザの流行は全国的に警報レベルとなっている。今後

の状況を見ながら、正確な情報に基づく冷静な対応をしていきたい

と考えている。 

 以上、報告を終わる。 

 

伊藤委員長   ありがとう。細かい対応、ありがたいことである。 

 ほかに質問はないか。 

 

菊地委員長   学級閉鎖は結構あるが、人数的にどのくらいかかったという統計 

職務代理者  はとれていないのか。 

 

前島学務課長  申しわけない、今、手元にないが、きのう多く報告があったが、

そこでも９０何名ということになっていた。 

 

菊地委員長   小金井市内でか。 

職務代理者 

 

前島学務課長  そうである。 

 

菊地委員長   予防接種が間に合わない。 

職務代理者 

 

伊藤委員長   予防接種等もよくわからない。 

 

菊地委員長   できるのは来年になりそうである。 

職務代理者 

 

伊藤委員長   重症者が出ないことを願って、今後ともご注意し合ってまいりた

いと思う。 

 それでは、報告事項５、今後の日程をどうぞお願いする。 

 

高橋庶務    教育委員会の今後の日程をお知らせする。 

課長補佐    第１２回教育委員会を１１月２４日火曜日、午後１時３０分から

８０１会議室にて開会予定である。全委員のご出席をお願いする。
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平成２２年第１回教育委員会を１月１２日火曜日、午後１時３０分

から８０１会議室にて開会予定である。全委員のご出席をお願いす

る。東京都市町村教育委員会連合会第３回理事会及び第２回理事研

修会が１月１５日金曜日、理事会は午後２時から、理事研修会が午

後３時から東京自治会館第８会議室及び大会議室にて開催される。

委員長及び菊地委員のご出席をお願いする。東京都市町村教育委員

会連合会研修会が２月２日火曜日、午後２時から東京自治会館４階

講堂にて開催される。全委員のご出席をお願いする。第２回教育委

員会を２月９日火曜日、午後１時３０分から８０１会議室にて開会

予定である。全委員のご出席をお願いする。 

 以上である。 

 

伊藤委員長   ありがとう。 

 報告事項はすべて終わった。平成２１年第１１回教育委員会定例

会を閉会させていただく。ありがとう。 

 

閉会 午後１時５０分 


